猫踏んじゃった
伊藤貴晴　作


【登場人物】
	男
	女
	猫


	男の部屋。
	男がいる。女、登場。

女	猫踏んじゃった
男	え？
女	猫
男	猫？
女	猫踏んじゃった
男	誰？
女	誰が？
男	あんた
女	私？
男	うん
女	私
男	私？
[bookmark: _GoBack]女	うん、私
男	私って？
女	私は私
男	何？
女	何って何？
男	いや、だから
女	猫、どうしよう
男	猫、どうしたの？
女	猫、踏んだの
男	踏んだの？
女	うん、踏んだ。踏んだら逃げてった
男	それってタロウ？
女	タロウって？
男	ウチで飼ってる猫
女	タロウっていうの？
男	うん
女	犬みたいだね
男	猫だよ
女	うん、犬みたい
男	タロウ、踏んだの？
女	タロウかどうか分からない
男	どんな猫だった？
女	猫
男	いや、猫だよ
女	犬じゃなかったよ
男	だから猫だって
女	うん、猫
男	どんな猫？
女	覚えてない
男	色は？
女	黒
男	どこで踏んだの？
女	そこ
男	そこって？
女	廊下
男	タロウだよ
女	そうなの？
男	ウチにいたんだからタロウだよ
女	タロウとは限らないよ
男	何で？
女	タロウじゃない別の猫かも
男	何でタロウじゃない猫がウチにいるの？
女	実はタロウじゃない別のタロウかも
男	ごめん、意味が分からない
女	私も分からない
男	……
女	そこにはタロウという名前の猫と、タロウかどうか分からない猫と、タロウではないけれどタロウという名前の猫と、タロウではないけれどタロウと名乗る猫と……猫は名乗らない。タロウと名乗らない猫がいます。そんな中で私はタロウかどうか分からない猫を踏んでしまいました
男	……え？　踏んだの？
女	うん、踏んだの
男	タロウを踏んだの？
女	だから踏んだんだって
男	それでどうなった？
女	ニャーって言った
男	うん
女	で、走って逃げた
男	見てくる
女	行ってらっしゃい

	男、退場。
	間。
	男、登場。

女	おかえり。どうだった？
男	いなかった
女	そう。走って逃げたからね
男	何で踏むんだよ
女	廊下にいたから
男	廊下にいたら踏むのか？
女	踏むよね
男	踏まないよ
女	だって廊下にいたんだよ
男	だからって
女	歩いてるとさ、マンホールのフタとか踏みたくならない？
男	別に
女	横断歩道の白いところだけ踏んだりしない？
男	しない
女	しないの？
男	しないよ
女	それでどうやって横断歩道渡るの？
男	普通に渡るよ
女	落ちてるゴミを踏みながら歩いたりするよね
男	しない
女	それと同じ
男	ゴミと同じにするなよ
女	アリを踏みながら歩いたりするよね
男	そんなひどいことするなよ
女	それと同じ
男	理解できない
女	本当はね、ダメかなって思ったの。猫だし
男	ダメだよ
女	でも落ちてる物は踏まなきゃいけないの
男	そんなルールはない
女	だから私は悪くないの
男	え？
女	こういうのを葛藤って言うんだよ。踏んではいけない、でも踏まなきゃいけない。そんな葛藤の狭間で私は猫を踏んでしまいました。分かった？
男	分からない
女	もう一回説明しようか？
男	いや、いい
女	そう
男	大丈夫かな
女	何が？
男	踏まれて
女	私は大丈夫
男	あんたの心配はしてない
女	じゃあ何の心配？
男	タロウだよ
女	踏まれた方より踏んだ方が痛いことだってあるんだよ
男	今回は違うと思う
女	大丈夫だと思うけどな。元気そうだったし
男	だといいけど
女	そんなに心配しないで
男	でさ、あんた誰？
女	私？
男	何してるの？
女	ちょっとくつろいでる
男	何で俺ん家にいるの？
女	通りかかったから
男	勝手に入ったの？
女	おじゃましますって言ったよ
男	誰か返事した？
女	ううん
男	何で勝手に入るの？
女	ここがいいなって思ったの
男	いいなって何？
女	私ね、訪問販売してるの
男	訪問販売？
女	うん。いろんな家を回って、商品を売りつける仕事
男	帰って
女	何で？
男	何も買わないから
女	そんなの分かんないでしょ
男	特に何も必要じゃないから帰って
女	おうちの人はいないの？
男	今は出かけてる
女	話ぐらい聞いてくれてもいいでしょ
男	嫌だよ
女	私が何を売ってるかと言うと
男	話聞けよ
女	ペットフードです
男	ペットフード？
女	猫、飼ってるんだよね。いいと思うよ
男	ちょっと待って。あんたがペットフード売ってるの？
女	うん
男	猫踏んだくせに？
女	それは仕方ないから
男	動物虐待する奴がペットフードなんか売るなよ
女	虐待なんかしてない
男	踏んだんだろ
女	踏んだよ
男	どのぐらい踏んだ？
女	どのぐらい？
男	どのぐらい踏んだんだよ
女	どのぐらいって、どう答えたらいいの？
男	何回踏んだ？
女	一回
男	どこを？
女	お腹かな
男	内臓が破裂してるかもしれない
女	大丈夫だって。びっくりしてすぐに足引っ込めたから
男	どうだった？
女	何が？
男	踏んでみてどうだった？
女	柔らかかった
男	内臓が破裂してるかもしれない
女	だから大丈夫だって
男	あんたにタロウの何が分かるんだよ
女	え、そりゃ分かんないけど
男	あんた、タロウのお腹の中、見たのか
女	見るわけないじゃない
男	だったら何で分かるんだ
女	感触かな
男	お腹の感触を楽しんでるんだな
女	そんなんじゃないよ
男	タロウは弱いんだよ。人間と比べたらとっても小さいんだ
女	猫だからね
男	人間の体重で踏まれたら……何キロ？
女	それ、答えなきゃいけない？
男	あんたの体重で踏まれたらペシャンコだぞ
女	何か失礼なこと言ってない？
男	どうしてくれるんだよ
女	元気だったよ。走って行ったから
男	痛みでのたうち回ってるんだ。道路に飛び出して車にひかれたらどうするんだ
女	そんなの私の責任じゃないでしょ
男	これだよ。最初は心配そうな素振りをしておいて、いざとなったら関係ないって言い張るんだ
女	大丈夫だよ。元気そうだったし。走ってたくらいだし
男	戻って来なかったらどうしよう
女	猫ってよくいなくなるんだよね
男	……
女	そのうち戻って来るよ

	猫、登場。

猫	ただいま
男	タロウ
女	え？
猫	あ、こいつ
男	大丈夫か？　タロウ
猫	こいつ、俺のこと踏んだ
男	かわいそうに。どこ踏まれたんだ？
猫	お腹
男	さすってやるよ
猫	痛いからやめて
男	ああ、ごめん
女	ねえ
男	何？
女	猫だよね？
男	そうだよ
女	何で喋ってるの？
男	喋るよ、タロウは
女	何で？
男	知らないよ
猫	こいつ、俺のこと踏んだ
女	だから何？
猫	え？
女	黙ってて。うるさい
猫	ごめんなさい
女	猫が喋るわけないでしょ
男	だって喋ってるだろ
女	喋る猫なんて見たことないよ
男	いるだろ、小説とかマンガとかで
女	小説とかマンガは小説とかマンガでしょ
男	小説とかマンガをバカにするな
女	バカにしてないよ
男	バカにした。マンガは高尚な芸術作品だぞ
女	現実にありえないって言ってるの
男	でもタロウは喋るんだよ
猫	ねえ
女	何？
猫	踏んだよね、俺のこと
女	うん、踏んだよ
猫	謝れよ
女	は？
猫	だから、踏んだんだから、謝れよ
女	何で？
猫	え？
女	何で謝らなきゃいけないの？
猫	俺、何か間違ったこと言った？
男	いや、言ってないと思う
猫	こいつ、変だよ
男	否定はしない
女	ねえ
猫	何？
女	さっきから私のこと、こいつって言うけどさ
猫	うん
女	何で猫にこいつ呼ばわりされなきゃいけないの？
猫	え？
女	あんた、飼い主でしょ
男	ああ
女	どういうしつけしてるの？
男	何言ってるんだよ、タロウは優秀なんだぞ
女	どこが？
男	タロウ、一たす一は？
猫	二
男	二万三千六百四十一たす三万五千八百八十三は？
猫	五万九千五百二十四
男	世界四大文明
猫	インダス文明、黄河文明、エジプト文明、メソポタポタ文明
男	日本の初代総理大臣は？
猫	伊藤
男	円周率
猫	およそ三
女	途中から適当になってない？
男	ゆとり世代だから
女	猫にゆとりとかあるの？
男	あるよ
女	言葉遣いぐらいちゃんと教えておきなさいよ
男	喋るだけでもたいしたもんだと思うけどな
女	喉乾いた。タロウ
猫	何？
女	何か飲み物持ってきて
猫	分かった

	猫、退場。

女	あの猫どうしたの？
男	拾ったんだけど
女	本当に猫なの？
男	そうだよ
女	変だと思わなかった？
男	いや、別に
女	変だと思った方がいいよ
男	俺は今、あんたのことを変だと思ってるんだけど
女	何で？
男	何でって

	猫、登場。

猫	持ってきたよ
女	猫がお茶を持ってきた
猫	自分で持ってこいって言ったんだろ
女	この猫、いくらで売れるかな
男	売るなよ
女	テレビ局に売ろうよ
男	ダメだって
猫	え？　テレビ？
女	テレビ出る？
猫	ちょっと恥ずかしいな
女	人気者になれるよ
猫	本当？
男	乗り気になるな、タロウ
女	いいじゃん、売ろうよ
男	ダメだって。俺の家族だよ
女	猫は家族じゃない
猫	猫は家族じゃないの？
女	そうだよ
男	いいや。タロウはウチの家族だ
猫	どっち？
女	あんたは猫なんだから。人間にはなれないの
猫	うん
男	タロウ、気にするな。お前は家族なんだ
猫	家族って何？
男	え？　家族って
猫	猫は家族じゃなかったら何？
女	ペットだよ
猫	ペット？
女	ペットっていうのは、人間の気まぐれでかわいがられたり、いじめられたり、捨てられたりするかわいそうな生き物のこと
猫	俺、捨てられるの？
女	そうだよ
男	タロウを捨てたりなんかしない
猫	本当に？
男	本当だよ
女	人間は気まぐれだからすぐに捨てられるんだよ
猫	そうなんだ
男	そんなことないって
女	だからテレビ局に行こう
男	その話の流れっておかしくない？
猫	ちょっと考えさせて
男	え？
猫	俺、何を信じたらいいか分からなくなった
男	タロウ、どうしたんだよ
女	かわいそう。飼い主が信じられなくなったんだね
男	お前のせいだろ
女	なぐさめてあげる。ほら

	女、ねこじゃらしを出す。猫、ねこじゃらしで遊ぶ。

猫	俺、この人についていくよ
女	本当？
男	騙されてるぞ、タロウ
女	タロウ、いいものあげようか
猫	何？
女	これ

	女、あんパンを出す。

猫	これ何？
女	猫のおやつ。あんパン
猫	あんパン？
男	何で猫のおやつがあんパンなんだよ
女	私、これを売ってるの。猫用のおやつ
男	あんパン？
女	結構人気あるんだよ
男	こんなの食べさせちゃいけないんじゃないの？
女	ちゃんと猫が食べられるように作ってあるから

	猫、あんパンを見ている。

女	戦闘態勢だね
男	獲物を狙う目をしてる
猫	ごまがついてる
女	うん
猫	ごまって何？
女	え？　何って言われても
猫	じっと見てると、何か生えてきそう
女	そう？
猫	足が生えて動く
女	気持ち悪い
男	何考えてるんだよ
猫	これ、食べるの怖い
女	変なこと考えてるからでしょ
猫	これ、いらない
女	何で？
猫	怖いもん
女	怖くない
猫	ごまがついてる
女	おいしいよ
猫	ごまがついてる
女	いいから食べなさい
猫	嫌だ
男	おい、やめろよ
女	食え
男	あ、ちょっと

	猫、逃げる。女、猫を捕まえて踏む。

猫	何で踏むんだよ
女	あんたが言うこと聞かないからでしょ
男	おい、何するんだよ
猫	踏まなくてもいいだろ
女	踏まなきゃいけないの
猫	おかしいよ
女	おかしくない
猫	二回も踏まれた
女	だから何？
猫	謝れ
女	何で謝る必要があるの？
猫	痛いだろ
女	あんたが痛いかどうかなんて、私には関係ないでしょ
猫	お前が踏んだんだろ
女	口のきき方に気をつけなさい。生意気なこと言ってるとペシャンコに踏み潰してカーペットにするよ

	間。

女	もういい。あんパンあげない
猫	俺、この人についていくのはやめる
男	その方がいいぞ
女	まったく、こんなにおいしいのにいらないなんて
男	ねえ？
女	何？
男	帰らないの？
女	何で？
男	え？　何でって？
女	だってまだ何にも買ってもらってないから
男	いや、買わないから
女	買わないわけないでしょ
男	何でそうやって決めつけるの？
猫	この人、誰？
女	訪問販売の人
猫	ふーん
男	だって、あんパンはいらないって
女	それがおかしいよね。何でいらないの？
猫	ごまがついてる
女	そんなにごまが嫌なの？
猫	うん

	女、ごまを猫に向かって投げる。

男	おい、やめろよ。ごまを投げるな
女	ごまが嫌いだと、ごまが襲ってくるよ
猫	え？
女	知らない？
猫	知らない
女	教えてあげる。ごまを食べない人にはごまが襲ってくるの。ごまに足が生えて、体を這い上がってくるんだよ
男	何でそんな気持ち悪いこと考えるんだよ
女	でね、どうなると思う？
猫	どうなるの？
女	おへそからごまが生えてくるんだよ
猫	え？
女	おへそからごまが生えてきて、その人はそのうちごまになっちゃうの
男	ちょっと待って、それ、怖い
女	見てごらん、そのごま。足、生えてない？
猫	え？
女	よく見てごらん。生えてない？
猫	生えてないよ
女	本当に？　もっと近くで見てごらん
猫	嫌だよ
女	食べなさい
猫	え？
女	ほら、早く
猫	嫌だよ
女	早く食べないと、足が生えて襲ってくるよ
猫	え？
女	ほら、足が生えるよ
男	タロウ、騙されるな
女	早く食べないと足が生えるよ

	猫、ごまを拾って食べる。

男	食べちゃった
女	おいしい？
猫	よく分かんない
女	もう襲ってこないよ
猫	良かった
女	これであんパンも食べられるよね
猫	うん
男	え？
女	お買い上げありがとうございます
男	ちょっと待ってよ。買うなんて言ってないだろ
女	え？　買うでしょ？
男	買わないよ
女	タロウ、買うよね
猫	うん、買う
男	タロウ
女	ほら
猫	でも、ごまだけでいいよ
女	え？
猫	あんパンはいらないから、ごまだけちょうだい
女	ダメだよ、あんパン食べないと
猫	あんパン嫌いだし
女	ダメ、食べなさい
猫	ごまだけでいい
女	食べなさい
猫	嫌だ
女	食え

	猫、逃げる。女、猫を捕まえて踏む。

猫	また踏んだ
女	毎日届けるからね。ちゃんと食べなさいよ

	女、退場。

猫	行っちゃった
男	どうしよう？
猫	クーリングオフしようか
男	タロウ、よく知ってるな
猫	まあね。消費者センター行ってくる
男	車に気を付けろよ
猫	分かった

	猫、退場。

	終わり。
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猫踏んじゃった
